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研究成果の概要（和文）：視床の味覚関連領域から線条体および大脳皮質への投射の全体像を明らかにするた
め、視床の味覚関連領域にある細胞集団の投射様式と単一細胞の投射様式の両側面からの解析を行った。その結
果、視床味覚関連領域の卵形中心傍核は線条体腹中央部に、束傍核腹外側部は線条体腹外側部に、内側中心核尾
側部、束傍核腹内側部、および後結合野は線条体腹内側部に、後内側腹側核小細胞部は前交連後脚間質核に投射
した。さらに、内側中心核尾側部および後内側腹側核小細胞部は島皮質に投射した。これらのことから、視床味
覚関連領域から線条体腹側部への投射は部位特異的局在性があることが明らかとなった。皮質については現在解
析中である。

研究成果の概要（英文）：To reveal an overview of projections from gustatory related thalamus to the 
caudate putamen (CPu) and cerebral cortex, we analyzed cell groups and single neurons in these brain
 areas using morphological and physiological methods. As a result, the oval paracentral nucleus of 
the thalamus projected to the ventrocentral CPu; ventrolateral parafascicular nucleus projected to 
the ventrolateral CPu; caudal central medial nucleus, ventromedial parafascicular nucleus, and 
retroreuniens area projected to the ventromedial CPu; and parvicellular part of the posteromedial 
ventral nucleus (VPMpc) projected to the interstitial nucleus of the posterior limb of the anterior 
commissure. Furthermore, the caudal central medial nucleus and VPMpc projected to the insular 
cortex. These results suggest that projections from gustatory related thalamus to the ventral CPu 
are topographically organized. Projections from gustatory related thalamus to the insular cortex are
 currently under analysis.

研究分野：神経解剖学
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１．研究開始当初の背景 

 食行動は、生きるために必要不可欠な機能

であるばかりか、そのひとの食欲などの摂食

状態を通して、心身の健康状態を推し量るバ

ロメーターとなることから、ストレス社会や

高齢化社会と言われる今日、この行動への深

い理解は極めて重要な問題である。 

 この食行動の原動力となる食物に対する

応答や欲求は、舌からの味覚刺激をもとに脳

内で生じることから、真に食行動を理解する

ためには、脳内における食行動の基本原理を

解明することが必要不可欠である。 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、食行動の基本原理を解明

するため、その基盤となる脳内の味覚地図を

機能形態学的な実験を通して作成すること

である。本研究期間内では、視床味覚関連領

野から、線条体および大脳皮質への入力につ

いての検討を行った。まず、(1) 視床味覚関

連領域を同定し、その後、(2) 視床味覚関連

領域から線条体および大脳皮質への神経連

絡、そして (3) 視床味覚関連領域における

単一味覚ニューロンの神経連絡について順

次解析を行った。 

３．研究の方法 

 (1) 視床味覚関連領域の同定：ラット脳の

視床味覚関連領域を同定するため、味覚の中

継核である内側結合腕傍核から視床への神

経連絡について順行性トレーサー (ビオチ

ン化デキストランアミン) を用いていて調

べた。 

 (2) 視床味覚関連領域から線条体および

大脳皮質への神経連絡：(1) で同定した視床

味覚関連領域 [卵形中心傍核 (OPC)、内側中

心核 (CM) 尾側部、束傍核 (PF) 腹外側部お

よび腹内側部、後内側腹側核小細胞部 

(VPMpc)、あるいは後結合野 (RRe)] から線

条体および大脳皮質への神経連絡について

順行性トレーサーを用いて調べた。 

 (3) 視床味覚関連領域における単一味覚

ニューロンの神経連絡：視床味覚関連領域の

単一味覚ニューロンを同定および可視化す

るため、単一ニューロンに対し、味刺激 [塩

味(食塩)、甘味 (スクロース)、酸味 (塩酸)、

苦味 (キニーネ)] を行った後、順行性トレ

ーサーを用いて可視化した。 

４．研究成果 

 (1) 視床味覚関連領域の同定：味覚の中継

核である内側結合腕傍核は、視床の OPC、CM 

尾側部、PF 腹側部、RRe、および VPMpc に

神経線維を送っていた (Iwai et al., 2015)。

これらの核を視床味覚関連領域とした。 

 (2) 視床味覚関連領域から線条体および

大脳皮質への神経連絡：視床味覚関連領域の 

OPC は、線条体腹中央部に、PF 腹外側部は、

線条体腹外側部に、そして、CM 尾側部、PF 腹

内側部、および RRe は、線条体腹内側部に

投射した。これらの結果とは対照的に VPMpc 

は、主として前交連後脚間質核 (IPAC) 尾側

部に投射した (図 1)(Iwai et al., 2015)。

また、CM 尾側部と VPMpc は島皮質に投射し

た。 

 (3) 視床味覚関連領域における単一味覚

ニューロンの神経連絡：視床味覚関連領域の

塩味、甘味、酸味、および苦味受容性の味覚

ニューロンは、線条体腹側部に側枝を伸ばし

ながら島皮質に至り、そこで軸索終末を多数

分配していた。これらの味覚ニューロン間で

の線条体腹側部および島皮質内での分布の

違いについては、現在解析を進行させている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1: 視床と線条体との神経連絡を示す。 
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